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3) カソード GDLに CARBELⓇ CFP 300を用いた場合，供給ガスの相対湿度が約 50 %
以上の中・高加湿条件で濃度分極が増大しセル性能が低下する．この濃度分極の増
大は並行流ではカソード下流部，対向流では中流部で発生する． 
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1) 凝縮水が発生しない条件では，CARBELⓇ CFP 200（カーボンペーパー）よりも
CARBELⓇ CL（カーボンクロス）の方が酸素の拡散性が高い．また，酸素濃度の低
下は，主に GDLの基材部で発生していると考えられる． 
2) 凝縮水が発生する条件でも，CARBELⓇ CL （カーボンクロス）ではガス拡散性がほ
とんど低下しないが，CARBELⓇ CFP 200 （カーボンペーパー）ではガスの拡散性が
著しく下がり，セル性能も大幅に低下する． 



































5) GDL の拡散性を下げることで，MEA の保湿性は向上するが，濃度分極が増大する
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表 7.1 今後の課題 
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さらに，実用化課題を解決には，材料レベルの技術革新が不可欠となる．とりわけ，
低加湿条件における電解質膜のプロトン伝導性や水の拡散性を向上させることは，低加
湿・高電流密度運転を実現するための必要条件となると考えられる．一方，第 3章で述
べたように，電解質内におけるプロトンや水の輸送メカニズムには未だ不明な点が多い．
このことは，その中に革新的な技術の創出に繋がるヒントやシーズが潜在している可能
性を示すこととも言える．したがって，上述した基礎研究は，広範な領域にわたった取
り組みが必要ではあるが，とりわけ電解質の領域に重点をおいて進められるべきものと
考える． 
また，材料レベルの技術創出には，現象メカニズムの解析とそれにもとづく材料シー
ズの探索を有機的に結びつけて進めていくことが重要となる．また，このような研究は，
熱流体工学・高分子化学・電気化学などのきわめて広範な領域にまたがるものとなる．
以上のような状況から，学際領域を含めたシステム的な研究を関連する研究者間の強い
繋がりのもとに進めていくことが不可欠であり，そのために，産学官間や企業間などの
連携体制を強化していくことの必要性を課題提起する．このような体制のもと，先導的
な基礎研究をシステム的に推進することにより，実用化課題を解決する革新的な技術が
創出され，環境特性やエネルギ効率に優れた「燃料電池自動車」の実用化が可能になる
ものと考えられる． 
 
